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輸出品：銀 輸入品：[b.       ]・絹織物など 

日本船は中国への 

来航はできないため 

刷還使は計 3 回来日 

将軍の代替わり時など

に来日 

（江戸時代で計 9 回） 

政権 

貿易量増加による金銀流出 

中国人商人の来航増加 

           貿易の変遷                        中国・朝鮮との関係 

 

・関ヶ原の戦い（1600） 

        家康が外交権掌握 

・[a.           ]貿易の開始（1601） 

→家康が海外渡航許可状（朱印状）を貿易船に交付 

・朱印船の東南アジア進出  

 →中国船との出会貿易が行われる 

  ①貿易主体 

   西国大名：島津氏・松浦氏・有馬氏など 

   初期豪商：末次平蔵・角倉了以・茶屋四郎次郎など  

  ②貿易品 

  

 

・東南アジアでの[c.         ]の形成 

ルソン（フィリピン）・安南（ベトナム）・シャム（タイ） 

  などに日本人の居住地が形成される 

→シャムの山田長政など現地の政治に関わる者もいた 

 

 奉書船以外の海外渡航禁止（1633） 

日本人の海外渡航と帰国の全面禁止（1635） 

 ⇒朱印船貿易の停止 

 

 ポルトガル船の来航禁止（1639） 

 オランダ商館の長崎の出島への移転（1641） 

 

 

  糸割符制度廃止、相対自由貿易（1655） 

  

 

・定高貿易法（1685）…年間貿易額を制限 

  （清：銀 6000 貫 オランダ：銀 3000 貫） 

・[h.             ]の設置（1688） 

長崎に設置され、中国商人との貿易を統制 

  

・[i.               ]（1715）…年間入港数と貿易額を制限 

（清：年 30 隻、銀 6000 貫 オランダ：年 2 隻、銀 3000 貫） 

・朝鮮出兵（16C 末）…明・朝鮮との関係断絶 

 

【中国】         【朝鮮】   

            明との国交は成立せず 

 

 

 

 

 

 

中国商人の長崎での貿易 

許可（1611） 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・[g.   ]が明を滅ぼす（1644） 

→幕府は国交を結ばず 

     鄭氏台湾の抵抗 

清の海禁政策強化（1661） 

     鄭氏台湾制圧 

清朝の中国統一（1683） 

→海禁政策緩和（1685） 

対馬藩[d.     ]氏の仲介 

 

朝鮮との国交回復(1607) 

→回答兼刷還使が来日し、

捕虜を送還       

初の 

[f.            ]来日(1636) 

→将軍は国書で 

「日本国大君殿下」と表記 

      

・[e.           ]（1609） 

対馬藩と朝鮮で締結され、 

貿易が再開される  

→貿易は釜山の倭館で 

のみ実施    

通信使の待遇簡素化 

→将軍の国書の表記を 

「日本国王」に変更 

（吉宗の時に元に戻る） 

      

秀吉 

家 

康 

・ 

秀 
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光 
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輸出品：銀 輸入品：[b. 生糸  ]・絹織物など 

日本船は中国への 

来航はできないため 

刷還使は計 3 回来日 

将軍の代替わり時など

に来日 

（江戸時代で計 9 回） 

政権 

貿易量増加による金銀流出 

中国人商人の来航増加 

           貿易の変遷                        中国・朝鮮との関係 

 

・関ヶ原の戦い（1600） 

        家康が外交権掌握 

・[a. 朱印船 ]貿易の開始（1601） 

→家康が海外渡航許可状（朱印状）を貿易船に交付 

・朱印船の東南アジア進出  

 →中国船との出会貿易が行われる 

  ①貿易主体 

   西国大名：島津氏・松浦氏・有馬氏など 

   初期豪商：末次平蔵・角倉了以・茶屋四郎次郎など  

  ②貿易品 

  

 

・東南アジアでの[c. 日本町  ]の形成 

ルソン（フィリピン）・安南（ベトナム）・シャム（タイ） 

  などに日本人の居住地が形成される 

→シャムの山田長政など現地の政治に関わる者もいた 

 

 奉書船以外の海外渡航禁止（1633） 

日本人の海外渡航と帰国の全面禁止（1635） 

 ⇒朱印船貿易の停止 

 

 ポルトガル船の来航禁止（1639） 

 オランダ商館の長崎の出島への移転（1641） 

 

 

  糸割符制度廃止、相対自由貿易（1655） 

  

 

・定高貿易法（1685）…年間貿易額を制限 

  （清：銀 6000 貫 オランダ：銀 3000 貫） 

・[h. 唐人屋敷  ]の設置（1688） 

長崎に設置され、中国商人との貿易を統制 

  

・[i.海舶互市新例  ]（1715）…年間入港数と貿易額を制限 

（清：年 30 隻、銀 6000 貫 オランダ：年 2 隻、銀 3000 貫） 

・朝鮮出兵（16C 末）…明・朝鮮との関係断絶 

 

【中国】         【朝鮮】   

            明との国交は成立せず 

 

 

 

 

 

 

中国商人の長崎での貿易 

許可（1611） 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・[g.清 ]が明を滅ぼす（1644） 

→幕府は国交を結ばず 

     鄭氏台湾の抵抗 

清の海禁政策強化（1661） 

     鄭氏台湾制圧 

清朝の中国統一（1683） 

→海禁政策緩和（1685） 

対馬藩[d. 宗  ]氏の仲介 

 

朝鮮との国交回復(1607) 

→回答兼刷還使が来日し、

捕虜を送還       

初の 

[f.朝鮮通信使  ]来日(1636) 

→将軍は国書で 

「日本国大君殿下」と表記 

      

・[e. 己酉約条   ]（1609） 

対馬藩と朝鮮で締結され、 

貿易が再開される  

→貿易は釜山の倭館で 

のみ実施    

通信使の待遇簡素化 

→将軍の国書の表記を 

「日本国王」に変更 

（吉宗の時に元に戻る） 
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